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本
原
子
力
発
電
所
東
海
第
二
発
電
所
設
置
変
更
許
可
申
請
に
お
け
る
経
理
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基
礎
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審
査
と
認
可
に
関
す
る

質
問
主
意
書 
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崎
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１ 

 

 
 
 

日
本
原
子
力
発
電
所
東
海
第
二
発
電
所
設
置
変
更
許
可
申
請
に
お
け
る
経
理
的
基
礎
の
審
査
と
認
可
に
関
す
る

質
問
主
意
書 

 

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
六
日
付
で
認
可
さ
れ
た
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
（
以
下
、
「
原
電
」
と
い
う
。
）
の
東
海
第
二

発
電
所
設
置
変
更
許
可
申
請
（
以
下
、
「
変
更
許
可
申
請
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
「
経
理
的
基
礎
」
の
適
合
性
の
審
査
及
び

認
可
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
五
日
に
「
質
問
第
一
二
二
号
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
東
海
第
二
発
電
所
再
稼

働
に
関
わ
る
経
理
的
基
礎
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
が
提
出
さ
れ
「
内
閣
衆
質
一
九
七
第
一
二
二
号
平
成
三
十
年
十
二
月
十
八

日
答
弁
書
」
（
以
下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
変
更
許
可
申
請
」
に
伴
い
添
付
さ
れ
た
資
料
に
は
、
「
経
理
的
基
礎
」
に
関
し
て
、
平
成
三
十
年
四
月
付
原
電
「
東
海
第

二
発
電
所
の
電
用
原
子
炉
設
置
変
更
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
変
更
）
に
係
る
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一

項
第
二
号
（
経
理
的
基
礎
に
係
る
部
分
に
限
る
）
基
準
へ
の
適
合
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
基
準
へ
の
適
合
に
つ
い
て
」
と
い

う
。
）
が
あ
り
、
審
査
対
象
工
事
と
し
て
「
重
大
事
故
等
対
処
施
設
他
設
置
工
事
」
（
以
下
、
「
千
七
百
四
十
億
円
工
事
」
と

い
う
。
）
の
工
事
計
画
と
工
事
金
額
及
び
資
金
調
達
の
適
合
性
の
審
査
と
確
認
が
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
〇
二
一
年
七
月
付
原
電
資
料
一

五
「
東
海
第
二
発
電
用
原
子
炉
設
置
変
更
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
変
更
）
に
係
る
原



 

２ 

 

子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
（
経
理
的
基
礎
に
係
る
部
分
に
限
る
）
基
準
へ
の
適
合
に
つ
い
て 

補

足
説
明
資
料
」
（
以
下
、
「
補
足
説
明
資
料
」
と
い
う
。
）
が
あ
り
、
審
査
対
象
工
事
と
し
て
「
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設

及
び
所
内
常
設
直
流
電
源
設
備
（
三
系
統
目
）
の
設
備
並
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
他
の
変
更
に
伴
う
工
事
」
（
以
下
、

「
六
百
十
億
円
工
事
」
と
い
う
。
）
の
工
事
計
画
と
工
事
金
額
及
び
資
金
調
達
の
適
合
性
の
審
査
と
確
認
が
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
上
で
、
原
電
「
変
更
許
可
申
請
」
に
お
け
る
「
経
理
的
基
礎
」
の
適
合
性
の
審
査
及

び
認
可
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

原
電
設
置
変
更
申
請
の
工
事
金
額
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
申
請
当
初
の
四
百
三
十
億
円
か
ら
千
七
百
四
十
億
円
に
補
正
さ

れ
て
変
更
申
請
の
許
可
を
得
て
い
る
。
原
電
の
申
請
工
事
金
額
千
七
百
四
十
億
円
は
、
申
請
時
か
ら
自
己
資
金
で
は
足
ら
ず

外
部
か
ら
の
借
入
金
を
前
提
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
申
請
許
可
要
件
で
あ
る
「
経
理
的
基
礎
」
の

適
合
性
の
審
査
を
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
「
東
電
」
と
い
う
。
）
及
び
東
北
電
力
株
式
会
社

（
以
下
、
「
東
北
電
力
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
借
入
金
及
び
電
気
料
金
前
払
で
の
資
金
調
達
を
確
認
し
た
上
で
許
可
し
た
。 

 

１ 

政
府
の
認
識
も
以
上
の
通
り
か
。 

 

２ 

二
〇
一
八
年
四
月
「
基
準
へ
の
適
合
に
つ
い
て
」
の
工
事
計
画
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
に
工
事
は
終
了
す
る
こ
と
に
な



 

３ 

 

っ
て
い
た
。
ま
た
二
〇
二
一
年
七
月
「
補
足
説
明
資
料
」
の
工
事
計
画
で
は
二
〇
二
三
年
十
月
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
原
電
の
工
事
は
、
防
潮
堤
の
基
礎
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
隙
間
な
ど
が
み
つ
か
り
、
工
事
が
中
断

し
て
お
り
、
や
り
直
し
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
報
道
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
れ
だ
け
の
工
事
期
間
の
延
長
と
工

事
金
額
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
か
。
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

こ
の
工
事
期
間
の
延
長
と
工
事
金
額
の
増
額
に
伴
う
原
電
の
「
変
更
の
工
事
に
要
す
る
資
金
の
額
並
び
に
資
金
調
達
実

績
及
び
計
画
」
の
変
更
申
請
は
必
要
か
。 

 

４ 

こ
の
変
更
申
請
が
な
さ
れ
れ
ば
、
経
理
的
基
礎
の
審
査
も
再
び
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。 

 

５ 

二
〇
二
一
年
七
月
原
電
「
補
足
説
明
資
料
」
で
は
、
「
六
百
十
億
円
工
事
」
は
、
二
〇
二
一
年
度
に
開
始
し
二
〇
二
三

年
度
に
は
終
了
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
二
〇
一
八
年
四
月
の
「
千
七
百
四
十
億
円
工
事
」
に
は
な
か
っ
た
。
こ

の
「
六
百
十
億
円
工
事
」
の
変
更
あ
る
い
は
追
加
に
つ
い
て
設
置
許
可
変
更
申
請
の
補
正
あ
る
い
は
修
正
等
の
届
出
は
あ

っ
た
の
か
。 

 

６ 

届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
適
合
審
査
を
や
り
直
し
た
の
か
。
仮
に
適
合
審
査
を
や
り
直
さ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の

理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

４ 

 

二 

原
電
「
基
準
へ
の
適
合
に
つ
い
て
」
資
料
五
「
東
海
第
二
発
電
所
の
電
力
料
収
入
実
績
と
計
画
」
で
は
、
「
電
力
料
収
入

に
係
る
受
電
会
社
と
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
事
業
年
度
ご
と
に
締
結
し
、
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
を
定
め
て

い
る
。
料
金
は
電
気
の
供
給
量
に
か
か
わ
ら
ず
支
払
い
を
受
け
る
基
本
料
金
と
電
気
の
供
給
量
に
応
じ
て
支
払
い
を
受
け
る

電
力
量
料
金
か
ら
成
っ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。 

 

１ 

東
北
電
力
は
基
本
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
上
に
「
債
務
保
証
」
を
し
て
い
る
。
東
北
電
力
の
場
合
、
年
度
精
算
で
基
本

料
金
を
支
払
っ
て
も
「
債
務
保
証
」
し
た
借
入
金
は
資
金
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
東
電
の
「
電
気
料
金
前
払
」
は
、
費

用
で
相
殺
さ
れ
残
ら
な
い
。
東
北
電
力
の
「
債
務
保
証
」
と
は
違
い
「
調
達
資
金
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何

故
、
東
電
の
「
電
気
料
金
前
払
」
は
「
調
達
資
金
」
と
な
り
う
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

原
電
の
二
〇
二
一
年
及
び
二
〇
二
二
年
度
の
会
社
概
況
書
に
よ
れ
ば
、
原
電
の
諸
前
受
金
は
二
〇
二
二
年
度
の
前
受
金

が
前
年
度
よ
り
五
百
四
十
一
億
円
増
え
て
い
て
、
累
計
千
二
十
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
「
補
足
説
明
資
料
」
に
よ
る
資

金
の
確
保
計
画
金
額
よ
り
少
な
い
。
資
金
が
確
保
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。 

三 

原
電
「
補
足
説
明
資
料
」
の
「
設
備
資
金
を
前
払
に
よ
り
調
達
す
る
場
合
（
イ
メ
ー
ジ
図
）
」
に
よ
れ
ば
、
基
本
料
金
の

減
価
償
却
費
分
で
、
前
払
を
返
済
す
る
と
あ
る
。 



 

５ 

 

 
１ 

原
電
と
東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社
と
の
電
力
料
金
契
約
上
、
基
本
料
金
の
減
価
償
却
費
用
分
を
借
入

金
の
返
済
と
し
て
電
力
量
料
金
を
値
引
き
で
き
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

こ
の
こ
と
は
電
気
事
業
法
の
電
力
料
金
規
定
に
反
し
な
い
の
か
。 

 

３ 

こ
の
こ
と
は
電
力
自
由
化
に
お
け
る
自
由
競
争
の
公
正
取
引
に
反
し
な
い
の
か
。 

 

４ 

東
電
は
二
〇
二
二
年
度
の
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
財
務
状
況
の
悪
化
を

理
由
に
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
・
廃
炉
等
支
援
機
構
へ
の
特
別
負
担
金
も
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
原
子
力
損
害
賠
償
を
優
先
す
べ

き
と
こ
ろ
を
、
何
故
、
原
電
へ
の
前
払
を
約
五
百
四
十
一
億
円
支
払
っ
て
い
る
の
か
。
政
府
と
し
て
の
受
け
と
め
を
示
さ

れ
た
い
。 

四 

答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
東
電
が
申
請
者
に
対
し
資
金
支
援
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
意
見
聴
取
を
し
た
と

こ
ろ
「
資
金
的
協
力
を
含
め
、
東
京
電
力
の
経
営
判
断
の
あ
り
方
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
の
趣
旨
及

び
新
々
・
総
合
特
別
事
業
計
画
の
内
容
に
照
ら
し
て
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
回
答
が
あ
る
。 

 
 

「
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
は
、
・
・
・
経
理
的
基
礎
に
係
る
許
可
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

と
判
断
し
た
。
」
と
し
て
い
る
。 



 

６ 

 

 
 

ま
た
答
弁
書
で
は
「
御
指
摘
の
点
を
含
め
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別
の
経
営
判
断
に
つ
い
て
は
、
・
・
・
経
産
大
臣
の

認
定
し
た
「
新
々
・
総
合
特
別
事
業
計
画
」
に
示
さ
れ
た
廃
炉
や
賠
償
の
費
用
の
捻
出
に
向
け
て
・
・
・
大
き
な
支
障
を
及

ぼ
す
よ
う
な
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
東
京
電
力
の
経
営
陣
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
」

と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

回
答
の
中
で
経
済
産
業
大
臣
は
、
「
新
々
総
合
特
別
事
業
計
画
」
に
支
障
が
な
い
限
り
と
し
て
い
る
が
、
特
別
負
担
金
ゼ

ロ
と
い
う
の
は
支
障
が
出
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
「
新
々
総
合
特
別
事
業
計
画
」
で
は
、
毎
年
損
害
賠
償
費
用
二
千

億
円
、
廃
炉
等
積
立
金
三
千
億
円
、
利
益
四
千
五
百
億
円
と
し
て
お
り
、
二
〇
二
二
年
度
は
損
害
賠
償
特
別
負
担
金
ゼ
ロ
、

廃
炉
等
積
立
金
、
利
益
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
原
電
へ
の
前
払
は
、
結
果
と
し
て
東
電
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
マ
イ

ナ
ス
に
し
、
特
別
負
担
金
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


